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オープンコンピュートプロジェクトジャパン  

(Open Compute Project Japan)  

設立趣意書 

 

データセンターの需要はクラウドコンピューティングの広がりにより、今後さらなる拡

大、大型化の傾向にあります。 そのデータセンターには、社会インフラとして、その

処理性能を高めると同時に、電力消費量の低減等、環境対策が求められていいます。 

そのため、高効率を実現するデータセンターファシリティーの要素(サーバ、空調、電

力等)のシステム仕様を検証し、そのナレッジのオープンモデル化、共有モデルを実現

する必要があると考えます。 

 

2011年4月にFacebook社が提唱したOpen Compute Project(OCP) は、スケーラブルなコ

ンピューティングにとって、最も効率の良いサーバー／ストレージ／データセンターな

どのハードウェアを設計し、また、提供していくための、エンジニアのコミュニティで

す。 OCP コミュニティは、アイデアやスペックなどの知的財産を共有することが、ス

ケーラブルなコンピューティング･スペースにおけるイノベーションを最大限に高め、

運用における複雑さを低減するうえで、最も重要なことだと確信しています。 そして、

Open Compute Project Foundation は、個人および組織と Open Compute Project の間

で、それらの知的財産を共有するための仕組みを提供します。 

 

そこでOCPの活動に賛同し、日本市場に向けてOCPの存在と意義を広報し、OCPに対して

コントリビューションを行うためにOpen Compute Project Japan(OCPJ)を設立すること

にいたしました。 

 

OCPJの活動により、最新のデータセンター構築のための知的財産共有を図り、エンド

ユーザーを含む企業のシステム構築・運用の最適化に貢献したいと考えています。 
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